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はなく , 再建された回数も定かではないが, と
も か く 今 立 つ て い る 王 集 像 と 小 さ な 楼 閣 は
1993年に新設されたものであるとぃう 。 確か
に真新しぃコ ン ク リ ー トの無機質さは隠しよう
がないものの. 何せ七子のうちでももっとも文
才に優れていたとぃう王集の像なのであるか
ら ,  見上げればやはりそこに, そこはかとなく
ただよう優雅さを感じないではいられないので
ある o




張継 - 皮日休, 数え上げればきりがない。中国
の思想史や文学史などにおける重要な城市と し
て, 襲陽の名はやはり屈指のものであるはずで












明台とぃう名称の変遷をへて き て い る と の こ と
であるが, 名称の変更にかかわりなく , 昭明太
子とぃうこの中国文学史上の重要人物を紀念す
る こ と を , 一買して第一の目的としてきている
こ と は い う ま で も な い。現在の昭明台は戦火で
破壊されたものを1993年に復元したものであ






店が建ち並ぶ , 市民の憩いとショッ ピングの場
所である。つまり , 昭明台は北街古街の南大門
なのであり , ア ー チ型の台門をくぐって古街に
はい り , 書画骨董商店 ・ 茶店に立ち寄りながら
ゆ っ く り と 散 策 し , 北城壁の城門を抜けると.
漢江南岸の船着場小北門碼頭に行きあたる。 川

















ものだとは , お話しされなかったように思う 。
いったい昭明台をどのように改造して , 展示施
設や保管施設を設置したのであろうか。 ど う し
ても行つ てみたくなるのは人情とぃうものであ




名人のレ リ ー フを時代順に並べた“名人墻”が






樊, 第二単元:先秦時期的喪樊, 第 三 単 元 :
秦漢時期的装樊. 第四単元:三国両晋南北朝時
期的襄樊. 第五単元:隋唐至明清時期的襲變の




なく . そしてそのなかでも , 楚国の文物がその
大宗をなしている。展示品の中心となっている





























































いであろう 。王先福先生によると , 今回の開設
は一時的な措置であり , いずれは郊外のしかる
べき専用の數地に新設することになっているの






























に , 余計に辛苦がしのばれ, 各先生の努力に敬
意を表さずにはいられない。 今一つは 「襄樊博
物館文物陳列』(湖北長江出版集団・湖北美術
出 版 社 ) で あ り ,新建博物館の図録である。 第
一単元:史前時期から第五単元:晴唐至明新
時期にいたる代表的な展示品と収蔵品がすべて


























帰国後, その際の想いを実現すべく , 関連資
料を導入して執筆したのが小稿である。 執筆を
思い立つたのはもとより自分であるが, 今回の




のご好意に . あらかじめあっ く御礼申し上げた













































図 1  湖北省博物館 「-理陽蔡坡戦国墓発掘報告」
(「江漢考古」 1985-1)。
図 2  湖北省宜昌地区f、班物館・北京大学考古系「当
陽趙家湖楚墓」 14l頁(文物出版社・1992
年)。
て い る。 1 ・ 2 - 3のそれらを象形とみることに
ついては , お そ ら く 異 論 も あ ろ う が, と も か く






( 2000年・湖北教育出版社)を開くと , その後
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図 3  高至喜主揺 「:楚文物国典」 17l 1lll1 l湖北教育出版社 ・ 2000年)。
図 4  湖北省ili]沙缺路考古 lilli「包山整慕」24 l頁 ( 文
物出版社 ・ l 9 9 l年 )。
各地のいくっかの楚墓から出土していることが
知られる 。当場金家山45墓(図2) ・ 安徽六安
城西2号:整と16号墓(図3) ・ 荊門包山2号墓
( 図 4 ) な ど か ら の 出 土 例 が そ れ で あ り . 基 本
的な仕組みはいずれも禁玻出土のものと同じで
あり , 同じ用違に 用 い ら れ た も の で あ る こ と が
わかる 。ただ, 報告者が象形と見なしている蔡





図 5  湖北'省部1州地区t1ll物館 「江陵 天1ll,i観一号楚
基」 (「考古学報」 1982-1)。
形などは.鶴頭と見るのがどうみても自然なょ う







づ く こ と に な ろ う 。 「図典」 では“措紅銅雲紋
銅扣飾'', f:..選1.観1号墓の報告では“銅活頁一l l1,環''
と 命 名 さ れ て い る も の で . 図 の よ う な 形 態 を
も っ て い る ( 図 5 ) 。 一 見 し て 明 ら か な よ う に ,
框座が二つあるのを除いて , 基本的な仕組みは
蔡:坡や金家山や六安城西や包山のものと同じで
あるものの , 二つの框座をっなく- 金具が臥虎の
形をとってぃる点において . 他にはない奇特さ
図 6  張端主紹 「襄樊博物館文物陳列」 5 5 買 ( 湖
北美術出版社 ・ 2010年)。
を ほ こ っ て ぃ る の で あ る。 楚文化器物の虎モ
チー フといえば, 虎座鳥架鼓や虎座飛鳥などの
漆木器あるいは刺繍絹の図柄に見えるものがほ






の よ う な も の で あ る ( 図 6 ) 。 王先福先生の指
教 に よ る と , 襄城区の漢水束側対岸, 東津鎖陳
;波10号墓からの出土であるという。 『襄樊考古
十年』の 「附表一:襄英市十年考古発掘情況一
覧表」 には , 陳坡墓地で戦国・漢墓10基.六朝・
隋唐墓23基を発掘したとあるから , 10号墓は






























して (②) , 虎尾頭端部分の鳥頭が風頭形であ
る (①) ところが大きな違いであるところを考
えると.  鳥崇拝とはいってもその爲神がァヒル
形 ガ チ ョ ウ 形 を と る も の と 風 形 を と る も の が
あった可能性を想定すべきなのであろう。 ア ヒ
















土 し て い る ( 図 7 ) 。 北は河南信陽長台関1 ・ 2





と っ て も . 楚文化の独有器にして指標器である
と言えるのである。 襄樊地区での出土にっいて
は, 今までのところほとんど報告が無いように









一方, 虎座飛鳥のほうは , 約州地区への集中
度が虎座 .島 架 鼓 ほ ど で は な ぃ よ う に 思 う も の
の. 戦国楚基独自の出土品であり , やはり楚文
化の特有器にして指標器としての性格をもって
い る こ と は ま ち が い な い。 ただ襄樊地区楚墓の
出土例は『考古十年』や『文物陳列』に紹介例
が な く . い く っかの発掘報告から搜してみても.
44
国 7  湖北省文物考古研究所『江陵望山1'1l'、境.,建墓」
国六二(文物出版社 - l996年1。
国 8 11i基装市文物考古研究所『装装考古 一十年」 73
11、l (湖北美術出版社 - 2006年)。
今のところ発見できなぃでいる。 今後の新たな
出土をまちたぃと思う。




























の人々にとって , 鳥は自族神, 虎は
異族神である。












しかし , 上が鳥, 下が虎とぃう設定にそのよ
う な 支 配 ・ 被 支 配 , 勝 者 ・ 敗 者 , 善 神 ・ 悪 神 の
関係を見ることがはたして正しぃかどうか, 張
氏の意見に反論が登場するのはごく自然であっ






化 ・習俗を容認し , それを受容する
ことに抵抗がなかった。
















らは. どう考えても , 鳥が支配者・勝者・善神,
虎が被支配者 - 敗者・悪神とぃう関係は想定さ
れようがなぃ。 そうではなく , 鳥と虎はいわば
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二身一体なのであるから , 共存 ・ 融 合 と い う 関
係しか想定しようがなぃであろう。すなわち ,
この珍奇な資料は部学海説の正しさを証拠づけ





注目しなければならないと思う ( 図 9 ) 。 こ の
虎座鳥架鼓には従来出土の虎座‘1l11,架鼓にはな
い , きゎめて興味深い設定が存在するのであっ
て , それは , 一対の鳥架の背中に一対の小さな
J定が乗り. 下方から太鼓を支えていることであ
る。しかも , その一対の小虎の下部, 鳥架の 1胸
部外側に当たる部分には. 鳥頭形の意匠が刻ま
れていて , み よ う に よ っ て は, 小虎が鳥頭に来 つ










る と こ ろ で あ る が, それとともに虎神崇拝もそ













は , 無理からぬところであると思う 。
ただ, こ う 考 え て く る と , 一つの重要な間題
が残されてしまったことに容易に気づかされ




いう問題である 。 実 の と こ ろ . 長江上中流域か




れで理解できるのではあるが, しかし , 巴国の


















































8 3号墓(夕陽坡2号墓 ・ 新編268号墓)出土
のものがその例で, 図 の よ う な 形 状 で あ る ( 図
n)。 上向きにあったはずの算先は欠けている
が, これが象頭・象耳・象.算.であることは一目











して , さて紹介しょ うとする襄樊博物館所蔵の
戦国措金嵌玉館形銅帯釣とは図のようなもので
あ る ( 図 1 2 )。 この銅帯鈎は1976年に実施さ
れた宜城楚皇城造址の調査の際に出土したもの
で. 実はその調査報告に上視形と側視形が載せ











と え ば, 首都tll事物館が所蔵する北京平谷劉家河
出土の設代晩期爲柱魚紋盆には . 盤内に三組の
48
魚紋と 一体の確紋が刻まれていて (図14) , 魚
と能の親縁性がうかがわれ , そこから両者が合
体する可能性も十分に想定されてくるのである



















に大雨が降つ て , 発の時代におこったよう
な大洪水になったが. 望帯はそれを治める
図 l 2  張端編 「喪装博物館文物陳列』 401;:i (湖北美術出版社・2010年)。
図13 楚皇城考古発掘に球 「湖北直城推里城勸査










に位を議つたように したのである 。 こ う し







が‘ もっとも重要な論点は , 賀盤がはたしてほ





人''と記しているのか,説明がっき に く く な っ
てしまう。今のところ未解決としておくしかな
いのが実情であろう (谷ロ 3)。
こ う ぃった未解決の懸案を除いていくと , こ
の伝説から確実に読み取ることのできることが
らは, 次の三点にっ き る こ と に な ろ う 。
第一. 杜字に代わって蜀に王朝を建てた開



























産基地でもあった。 そして , 交通の要衝にして
平原を抱えているだけにまた , 洪水と干ばっの
危険に常に脅かされる地域でもあった。 具体的
に い う な ら ば. 喪樊市区から漢水を下ることお
よそ40キロ メ ー トル , 西から蛮河が漢水に流
入するあたり , ことにその蛮河と漢水にはさま
れた一帯は , 古来洪水と渇水が繰り返された地
域であり , そのことは漢水 ・蛮河の河道の変遷
や, 長 渠 ・ 木 渠 ・ 臭E疫などの修築と整備とぃっ
た事情に十分に示されている (水利史)。 楚国
の時代にももちろんそうであったはずであり ,
取水 ・ 治水の両面において , 楚国の重要な治水







て , 開明一族の治水技術は, 楚国のそれの影響
を強く受けていると推測している (王毅) 。 確
かに, 楚国では淮水水系の期思腋修築をはじめ
とする大治水工事が各地で実施されたことが知







し よ う と 思 い立つた第一の理由は. 実は今一つ
の点にあることをここで白状しなければならな




熊 ” と ぃ う 称 調 を も っ て い る。 この熊が何を
意味しているかは, 異論紛々の情況なのである
が. 孫氏は, 楚族の神話的始祖を考察するなか
で , 「爾雅」「釈魚」の“能の三足なるを能とぃい ,
亀の三足なるを貢とぃう”とぃう記事をはじめ
と す る い く っかの資料を引用して , 熊 ( 能 ) と
は“三足範”であると主張しているのである。
そして , 三足範は崇伯.角系が姿を変えたとった形




図 l 5  中国音楽文物大系続編車野部 『中国音楽文






あ る。もし孫氏の意見が正しぃとすると , 『山
海経』 「中山経」 な ど に よ る か ぎ り , この三足
確の故郷は現在の河南省西南部あたりであると
考えられるのであるから . この意見は. 楚族の
起源地を漢水の支流丹江流域にあてる . 近年に
わかに支持者を增や し っつある学説にとって ,
さ ら に 有 力 な 論 拠 と な り う る の で あ る ( 谷ロ
4) o
ただ. 孫氏の意見に従いたぃ と は 思 う も の の,
なにせ資料とぃえば, 孫氏が引用しているもの
に ほ と ん ど 限 ら れ. 傍証でもよぃから何か他の
資料をと思いつつも , 重慶東方、i書陵小田渓巴墓
出土の青銅主正の動物図案をあげるのが, せいぜ
い の と こ ろ で あ っ た ( 図 1 5 - 谷ロ 4 ) 。 し か も ,
この図にみえる奇妙な動物は , 三足ではあるが
髓にしては身体が細すぎるし , 楚国の領域から
































ある。 も し , この可能性を追求し続けると , 楚




も少なぃ。 今後の出土を切に期待したい し , も
しすでに関連資料があれば. ぜひともご教示願















不可能である。と い う よ り , よしんば序列があっ
たとしても , それは相対的なものであり , 楚国
の人々はどの動物神に対しても , その宗教的能
力を信じて疑わなかったとみるべきであろう 。








表例である 。 報告者によれば, この青銅獸は龍
の頭, 虎の身体, 亀の足からなり , 器 体 に は 龍 ・
鳥 ・ 虎 ・ 雲 ・ 渦巻きの図案がはめ込まれている
とぃう(図16)。要樊博物館所蔵の戦国措銀馬
図16 河南省文物考古研究所等 「1新川和同き'll与徐家生置楚基」 図一八二 (大象出版社・ 2004年) 。
佩飾の虎身と鳥頭の組み合わせも この一例とす








連して , 注目すべき青銅器図案が存在する。 実
は楚文化の青銅器ではなく.巴文化の青銅器な
の で あ る が, 次 の よ う な も の で あ る ( 図 1 5 ・






はぃずれも巴文化器物である 。 図 1 5 と 図 1 7 を
みれば一見してわかるように , 15の図案の中
心が無頭三足の動物であるのに対して , 17の
図案のそれが虎となっており , ま た 図 l 8 と 図
19も一見してわかるように.18の図案の中心
が亀髓形動物であるのに対して , 19のそれが
虎となっている。 こ れ は ど う ぃ う こ と な の で あ






て い る こ と が, 説明しにくぃで あ ろ う  (谷ロ 2・
3 ・ 4) o
こ の よ う に 考 え て く る と , 楚国に虎崇拝と確
国17 中国書楽文物大系綜細llli 部 『中国着- 楽文
物大系 ・ 四 川 巻」 581一し ( 大 象 出 版 社 ・
i9r96年).
図18 li ・ 1i,' 「記成都市出土的繼件周,布図購救飾
的青銅器」 (「成都文物」 1986-3).
図19 率 純 一「 l 1」 国 上 古 出 土 楽 器 続 論 』  図








能足であるとすれば, その例証の第一号 と な る










万延 - 屈定富主福 「巴楚文化研究」 中国三缺
出版社 ・ 1997年)。
谷口1:谷ロ満 「'1i座爲架l演の彼方一職国l進文化の洲源
ー」 (「lllll 北学院大学論集:歴史学 - 地理学」
第32号)。














谷ロ 4 : 谷ロ満 「三足範的故郷一談談丹陽的地望」 (武
漢大学歴史地理研究所編 「石泉先生jし十誕辰
紀念文集」 湖北人民出版社 - 2007年)。
